
平和を希求する心を育てる取組 

 

報告年月日  平成３０年１１月９日        

都市名・国  大阪府大阪狭山市・日本              

 

取組の名称 平和を考える市民のつどい～Think The Peace2018～ 

実施主体 
（該当項目に✔） 

□学校 □自治体 □ＮＧＯ ■複合（大阪狭山市人権協会、市、市教育委

員会、市文化振興事業団共催） 

テーマ・目的 平和啓発事業 

対象者 
（年齢･学年、人数等） 

市民（600人） 

実施場所 大阪狭山市文化会館（SAYAKAホール小ホール・ホワイエ） 

実施期間 
     ２０１８年８月４日～２０１８年８月４日 
※定期的に行う取組は、その旨を記入し、いつから、どれくらいの頻度で実施して

いるかを報告してください。 

取組の概要（授業、イベントはプログラムの次第を、その他（例：コンテスト等）はそのプロセスを、

具体的に記入してください。） 

○映画「この世界の片隅に」上映 

○儀間比呂志さん作品展 

 沖縄戦を中心とした版画作品の展示。 

 大阪狭山市に縁があり過去に平和事業において儀間さんの作品をテーマにした舞台表現を上演してい

る。今回、立命館大学国際平和ミュージアムへ作品が寄贈されたことから、作品展の実施が可能となった。 

○核兵器廃絶の署名や平和の折り鶴の呼びかけ 

○夏のおはなし会 8月 5日（日） 午前 11時～11時 40分 

 市立図書館で、「さやまおはなしの会」による平和に関する絵本の読み聞かせ会を行う。 

参加者の反応 

映画のテーマ、戦争と日常を自分のこととして考えた感想が多く見られた。 

自身が戦争を体験したというアンケートが多く見られた。 

戦争体験を子どもたちに伝えていかないといけない、どのように伝えるのかについての意見や 

感想が多く見られた。 

成果 

話題性のある映画で、上映回数や周知方法を工夫した結果、過去最多の参加者があった。 

子どもや家族連れなど幅広世代の参加があった。 

広島、沖縄という日本の中でも象徴的なテーマを取り上げることで、戦争の記憶を伝えなけれ 

ばならないという感想が多くあったことは平和啓発につながった。 

課題 

次年度以降同様の参加者数を見込める事業を実施できるか。 

沖縄、広島だけでなく地元大阪をテーマにした映画作品がない。 

取組で使用した素材について（図書、映像、パワーポイントなど。内容をわかりやすく簡潔に記入し

てください。） 

版画、映画作品 

上記素材の共有の可否（取組で使用した素材を、平和首長会議の WEB サイトに掲載し、他都市と共

有することに、著作権その他の問題がないか、次からお選び下さい。） 

□掲載可能（素材を添付してください）  ■掲載不可   □不明 

※ 画像等の資料がある場合は別ファイルで提出してください。
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